
 

平成 23 年度 活動計画  

事業項目 概 要 

１．環境保全活動 

①団体・企業清掃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②定例クリーン活動 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

③外来種調査・駆除活動 

 

 

昨年同様、地元自治体や他団体と連携を取りながら、様々な企

業・団体の皆様と共に活動を実施する。清掃活動の対象地域は、

昨年に引き続き山麓の山間部だけでなく市街地付近や周辺山

地、海岸にまで拡大する。活動実施回数は 35 回、活動参加人

数は約 2700 名を予定している（2011 年 3月末日現在）。1月に

は、富士山クラブ個人・団体会員の活動交流・親睦もかねて、

会員対抗ゴミ拾い大会（仮称）を計画している。 

 

また、新しい試みとして、清掃活動プラスアルファーとして、

富士山の恵みや魅力を堪能できるような、施設訪問や工場見学

などとの組み合わせ活動プランを提案する。 

 

今年度は 11回を実施予定。4月には、定例クリーンに代えて、

特別企画として 2年ぶりにエベレスト・富士山同時清掃を実施

する。恒例となった野口健理事がエベレスト側隊長、女優の若

村麻由美さんが富士山側隊長として、それぞれで清掃活動し、

エベレストと富士山の同時生中継などを行う。また、7月には

昨年に続き横浜の「海をつくる会」と共催で山麓及び富士五湖

の清掃イベントを実施する。更に、ごみ拾いとトレッキングを

行うトレック＆クリーンイベントを計 2 回クリーン活動に組

み込み、実施する。 

 

侵略的な外来生物がおよぼす富士山麓の生態系への影響を極

力低減するとともに、富士山麓から新たな拡散を防止するた

め、昨年度から「特定外来生物[植物]の分布調査活動」とその

調査データに基づく駆除活動を開始した。分布調査活動は、3

年計画の 2年目にあたり、昨年度確認した生育地点の追跡調査

と、新たな生育地点の追加調査活動を富士山麓全域にわたって

おこなう。 

 

駆除活動は昨年度駆除活動を実施してくれた団体に対して、継

続して駆除活動の実施を働き掛ける。また新たな活動団体を開

拓するために、過去に清掃活動を実施した団体に対して、積極

的に働きかけ、昨年度同数程度（前年度 10 回）のオオキンケ

  



 

イギク駆除活動を実施したい。活動場所は主に静岡県側国道

469 号線沿線、また山梨県側西湖周辺を中心とする。 

 

富士山地域の生物多様性保全の観点から、外来種全般につい

て、行政や他の活動団体との情報交換を進める。 

 

２．環境教育活動 

①教育プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②リーダー養成 

 

 

 

③教材作成 

 

 

各学校団体と共に環境教育プログラムとしての清掃活動を実

施する。都内の中学校や高校、また世田谷区教育委員会からの

委託業務として 2 年前より実施している活動も継続して実施

することとなっている。 

清掃活動以外の環境教育活動では、青木ヶ原樹海や西臼塚など

のトレッキングを中心にした野外活動、学校や宿泊施設を訪問

し、講義やワークショップを行う屋内活動をこれまで通り実施

していく。実施に当たっては、教育機関や企業など、年齢・性

別問わず実施することで、幅広い世代の方々に啓発することを

目標としたい。2011 年 3 月末現在では、すでに 8 件の申込を

受けている。 

 

8 月には、首都圏の子どもたちを対象にしたキャンプを予定し

ており、普段、自然に触れる機会が少なくなった子どもたちを

屋外に連れ出し、日本一の富士山が育んできた「生」の自然を

体験する場を提供する。 

 

現在、環境教育スタッフ体制の発展と充実を目的とした、規定

や制度の見直しを行っている。年度後期までには新制度を決定

し、リーダー養成のプログラムを策定する。 

 

環境教育に使用する学習・教育教材を作成する。 

３．森林保全活動 

①西臼塚協定林 

森づくり活動 

 

 

 

 

 

 

森林管理署と国有林管理協定の契約をさらに 5年更新し、今ま

で 10 年間育林活動してきた協定エリアをより生物多様な森、

混交林に近づけるために、協定地内の未着手エリアにある人工

林（ウラジロモミなど）の間伐と植樹を予定している。合わせ

て地面の保水力のモニタリング調査を実施する。 

 

また、「富士山国有林森づくり連絡協議会」でのニホンジカに



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②富士山南面森林調査 

 

 

よる樹皮剥ぎなどの問題については、引き続き所属する各団体

の対策や対応について現地視察や情報交換などを行いながら

共有を続けるとともに、食害対策の防護ネットの設置やその効

果の検証も行っていく。 

 

森林管理署と協働する活動として、森林整備体験、トレイル整

備など新しい活動プログラムの実施のため、関係各所との調

整、予備調査を行う。また、今年は国際森林年なので、森林を

テーマにしたフォーラムを秋に開催することを予定している。 

 

調査は月 2回の活動を 12ヶ月間継続し、合計 24回を予定して

いる。現時点の調査エリアである富士市エリアの調査を継続し

ながら、これまで冬期間の調査において記録できていない富士

宮市エリアの下草や着生植物などの追加調査も実施していく。 

またニホンジカによる食害痕やツキノワグマの痕跡などのフ

ィールドサイン、またレッドデータブックに掲載されている植

物等についても、これまで同様に調査の中で詳細に記録してい

く。 

 

４．広報活動 

①クラブ通信・ＷＥＢ 

 

 

 

 

 

②富士山の日フォーラム 

 

 

 

 

③イベント・出展 

 

 

 

 

 

④募金箱の設置 

 

富士山クラブ通信は年 4回発行。通信はもちろんホームページ

やツイッターからの情報発信を駆使して、参加者はもちろん活

動に興味を持つ方々とのコミュニケーションの充実を図る。ま

た、地元新聞等の情報誌やウェブサイトに対して活動イベント

情報の発信も積極的に行う。 

 

毎年実施している富士山の日フォーラムについては、2 月 18

日に富士山地域で、2 月 23 日に東京で開催予定。テーマは未

定。実施にあたっては、会員の協力や行政や関係団体からの支

援を受けられるよう、積極的に働き掛ける。 

 

富士山クラブの活動をより多くの人に知ってもらうために外

部イベントに参加する。NPO 活動を紹介するイベントや富士山

地域で開催されるイベントに出展する。また、もりの学校にお

いて会員や地元の人だけではなく、周辺の観光客も気軽に立ち

寄れるようなイベントを企画する。 

 

今年度は地元富士山地域の観光施設や関連施設への募金箱設



 

 

 

 

 

⑤関連グッズ販売 

 

 

 

 

 

置を積極的に行い、地元住民に対する富士山クラブの知名度を

これまで以上に高めるとともに、富士山を訪れる観光客へ活動

支援の輪を広げていきたい。 

 

活動参加の記念品として、また活動を支援するために、富士山

クラブの活動参加者や会員、その他多くの方々に向けた富士山

クラブオリジナルグッズを制作・販売を継続する。グッズの種

類としてはマーク入りＴシャツと缶バッチに加え、今年度新規

にロゴ入りステッカーの制作・販売を検討している。 

 

５．ネットワーク活動 

 

 

 

首都圏会員親睦会「このはなさくやひめ会」や環境教育スタッ

フの会「AFC４８」などと連携し、会員同士のネットワーク、

地域コミュニティとの活動交流プログラムを実施する。 

 

行政、教育機関、市民団体が参加する、静岡県「ふじさんネッ

トワーク」、山梨県「富士山ボランティアセンター」など、地

域の環境・市民ネットワークに参加、情報交換・情報共有・活

動協力を積極的に行う。 

６．富士山大好き！ 

百人の会 

 

 

富士山クラブの応援団として、メンバーの方に具体的に活躍し

てもらえるように働き掛ける。富士山での環境保全活動から全

国的な環境保全活動へとネットワークを広げるため、ふるさと

清掃運動会実行委員会の一員として、「第 5 回ふるさと清掃運

動会」を実施、運動を広げるために、団体会員、活動参加団体

に参加を呼び掛ける。 

10 月 15 日（土）ふるさと清掃運動会 in富士山 

10 月 30 日（日）ふるさと清掃運動会 in東京（詳細場所未定） 

 

７．財務基盤の強化 

 

 

無駄をなくし、工夫をすることで経費削減を行うほか、現活動

の内容の充実や発展を図るとともに、新規プロジェクトを企画

検討し、活動収入増を目指す。 

 

認定 NPO（3 月末現在、書類申請済、4 月中旬審査）承認を受

け、個人や企業からの税控除などのメリットが受けられる寄附

によるの活動支援を働きかける。 

 



 

補助金や助成金を活用し、従来の活動の充実と活動の拡大と発

展を目指す。（山梨県補助金・基金訓練など予定） 

 

昨年に引き続き、コ―ズマーケティング方式の企業とコラボし

た寄附キャンペーンの企画提案、実施を積極的に行い、富士山

クラブへの理解と支援をお願いする。 

 

定例清掃活動やフォーラムなど、多くの一般参加が見込めるよ

うな機会に、入会を積極的に呼び掛ける。富士山クラブグッズ

（缶バッチ等）の販売、募金活動も継続して実施していく。 

 

８．その他 

 

 

 

もりの学校開校 10 年を迎え、校舎外装のペンキ塗り、玄関ド

アの修繕を行う予定。 

 

 



（単位：円）

科　　　目
H23年度

予算額（Ａ）
H22年度

実績額(Ｂ)
差異
(A-B)

備　　　　　考

【経常収入の部】

　 1.会費収入 5,600,000 5,821,000 △ 221,000 個人会員+100名　団体会員+12団体

　 2.活動収入

　　　環境保全活動収入 9,544,000 10,865,250 △ 1,321,250 団体・企業清掃、特定外来種駆除、クリーン活動

　　　環境教育活動収入 5,497,500 6,262,310 △ 764,810
環境教育プログラム1・2、グリーン活動、キャンプ参加費

　　　森林保全活動収入 0 0 0

　　　ネットワーク活動収入 630,000 1,583,363 △ 953,363 富士登山、開山祭参加など

　　　広報活動収入 0 0 0

　　　富士山大好き！百人の会収入 0 0 0

小計 15,671,500 18,710,923 △ 3,039,423

　 3.助成金・補助金等収入 12,983,073 14,334,489 △ 1,351,416
環境省ｸﾞﾘｰﾝﾜｰｶｰ事業、セブン-イレブン記念財団、山
梨県協同事業、基金訓練

   4.協賛金・協力金収入 3,010,000 3,305,000 △ 295,000 ㈱毎日新聞社、富士急行㈱

　 5.募金・寄付金収入 6,283,914 28,065,627 △ 21,781,713 水と緑と命の基金への募金、個人・企業からの寄付

　 6.雑収入 600,000 1,864,989 △ 1,264,989 もりの学校使用料、グッズ販売など

　経常収入合計（①） 44,148,487 72,102,028 △ 27,953,541

【経常支出の部】

　 1.活動費

　　　環境保全活動費 12,468,298 11,662,273 806,025
団体・企業清掃、特定外来種駆除、クリーン活動、（セブン-イ
レブン記念財団助成金及び環境省補助金該当分支出含む）

　　　森林保全活動費 4,594,593 4,212,576 382,017
森林調査、森づくり(セブン-イレブン記念財団助成金該当分
支出含む）

　　　環境教育活動費 6,119,813 7,351,559 △ 1,231,746 教育プログラム1・2、グリーン活動、こどもキャンプ、教育教材制作(セブ
ン-イレブン記念財団助成金該当分支出含む）

　　　ネットワーク活動費 820,000 1,553,009 △ 733,009 開山祭、富士登山参加費など

　　　富士山大好き！百人の会活動費 2,250,000 15,667 2,234,333 取材、事務費

　　　広報活動費 2,659,240 3,012,887 △ 353,647
ホームページ、富士山クラブ通信、富士山の日フォーラ
ム、イベント出展、グッズ製作

小計 28,911,944 27,807,971 △ 1,103,973

　 2.助成金・補助金事業費 2,940,000 0 2,940,000 基金訓練事業

　 3.管理費 12,797,015 17,385,049 △ 4,588,034

　経常支出合計（②） 44,648,959 45,193,020 △ 544,061

　経常収支差額③（①-②） △ 500,472 26,909,008 △ 27,409,480

平成２３年度　収支予算書
特定非営利活動法人富士山クラブ

平成23年4月１日～平成24年3月31日



（単位：円）

科　　　目
H23年度

予算額（Ａ）
H22年度

実績額(Ｂ)
差異
(A-B)

備　　　　　考

平成２３年度　収支予算書
特定非営利活動法人富士山クラブ

平成23年4月１日～平成24年3月31日

【その他資金収入の部】

　 1.敷金等戻り収入 0 1,000,000 △ 1,000,000 東京事務所分

　 2.夢債券積立金取崩収入 0 525 △ 525 残高証明書分

　 3.もりの学校修繕積立金取崩収入 500,000 0 500,000

　 4.環境教育資金積立金取崩収入 1,000,000 0 1,000,000

　 5.森づくり資金積立金取崩収入 650,000 0 650,000

　 6.車両維持資金積立金取崩収入 2,000,000 0 2,000,000

　その他資金収入合計（④） 4,150,000 1,000,525 3,149,475

【その他資金支出の部】

　 1.もりの学校修繕支出 500,000 3,871,507 △ 3,371,507

　 2.車両購入支出 0 4,221,372 △ 4,221,372

　 3.什器備品購入支出 0 480,165 △ 480,165

　 4.一括償却資産購入支出 0 249,680 △ 249,680

　 5.ロゴ商標取得支出 0 224,000 △ 224,000

　 6.建設仮勘定 0 2,385,000 △ 2,385,000

　 7.もりの学校修繕積立金支出 0 4,000,000 △ 4,000,000

　 8.環境教育資金積立金支出 0 1,000,000 △ 1,000,000

　 9.森づくり資金積立金支出 0 4,000,000 △ 4,000,000

　 10.車両維持費積立金支出 0 12,296,530 △ 12,296,530

　 11.水と緑と命の基金積立金支出 300,000 293,242 6,758

　その他資金支出合計（⑤） 800,000 33,021,496 △ 32,221,496

　当期収支差額⑥（③+④-⑤） 2,849,528 △ 5,111,963 7,961,491

　前期繰越収支差額⑦ 8,925,560 14,037,523 △ 5,111,963

  次期繰越収支差額（⑥+⑦） 11,775,088 8,925,560 2,849,528

平成23年5月20日現在


	
	H23収支予算


